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工程計画【６】

9プロジェクト管理

c 1996

ここでも、『計
測されなければ
改善されない』
というデマルコ
の法則（？）は
生きています。
つまり、“遅れ

気味だ”という報告は何の役にも立たないので
す。実際、進捗会議（報告会）の場で、「この
作業は遅れ気味です」という報告をしたとき、
そこから何が導き出されるでしょうか。もちろ
ん、どうしてそうなったのかと詰問されるかも
知れませんが、そこには大抵の場合、当事者に
とっては「不可抗力」と言えるような事態が発
生しており、当事者はそれを思いつくだけ並べ
るでしょう。
本来、そのように並べられても、それぞれの事
由について、それがどの作業にどの程度の影響
を与えたのかを問いただせばよいのですが、も
ともと、その場に広げられているような大雑把
なスケジュールが“まかり通る”組織ですか
ら、そのような突っ込みが為されることは、お
そらく１００％ないでしょうし、第一、それを
裏付けるるものがありません。そこにあるスケ
ジュールを見ながら、“１３時間の遅れです”
と言えるでしょうか。
スケジュールを「追跡」し、「監視」するとい
うは、具体的な作業のなかで行われなければな
りません。

３．３ 進捗を時間単位で把握できるか

詳細レベルの作業は「時間単位」で把握しなけ
れば効果がありませんし、そのことはすでにこ
の項（プロジェクト管理ー７回）で触れてあり
ますが、それは「監視と追跡」という視点から
も重要になってきます。時間単位で計画された
ものであれば、３時間で終わると想定していた
作業が、実際に５時間かかってしまい、そのた
めに今日予定していたもう一つの作業に入れな
かったという場合、「何が原因で２時間の遅れ
をもたらしたのか」という視点から考えること
が出来ます。そして、その原因が、明日以降の
類似の作業にも存在しないかどうかを考えるこ
とが出来ます。そのような誤差は、多くの場合
見過ごされているものです。しかしながら、そ
れは今日予定の中から１つの作業を明日に押し
やり、明日には２つの作業をさらに翌日に押し

やります。その結果、わずか１週間（５日）と
いう期間の中で、簡単に２日程度のズレを産み
出してしまいます。
これが、半年のプロジェクトが２ヵ月以上遅れ
てしまうことにつながることは言うまでもない
でしょう。そして、多くの開発組織において、
実際にこのようなことが繰り返されていること
でしょう。
一つの作業が１日を越えないような時間単位に
計画されたスケジュールのもう一つの利点は、
殆どの場合、１日を終えた時点で、その作業が
終わったか、それとも着手していないかのどち
らかであることです。精々着手の時間によって
は、明日の午前中には終わるでしょう。した
がって“遅れ気味です”というような曖昧な報
告をしないで済みます。

３．４ 実際の時間を書き込む

当然、このように時間単位で作られたスケ
ジュールですから、一つの作業を終える毎に、
スケジュール表を取り出して「完了」のマーク
や、実際にその作業に費やした時間を書き込ん
でいくことになります。場合によっては、１日
に数回「完了」マークや実時間を書くこともあ
るでしょう。
作業は終わればそれで「お仕舞い」という訳に
はいきません。３時間と予定した作業が２時間
で終わったのか、逆に５時間かかったのか、実
際に費やした時間を書き込むことで、自分の見
積り能力に対してフィードバックが出来るので
す。見積り能力とは、言い換えれば「想像力」
でもあります。３ヵ月前に、「今日の作業」を
どれだけ正確に想像できたかです。これはただ
その作業を長くやっているというだけでは十分
ではありません。意図してトレーニングしなけ
れば身には付きません。
２時間で終わったとしたら、この１時間は単に
大雑把だったのか、「安全」をみた結果なの
か、それとも何かを流用できたことによって短
くなったのかを見極めなければなりません。こ
こで注意しておいて欲しいことは「安全」をみ
るやり方は、確かに「遅れ」は生じないかもし
れませんが、見積る力が身に付かず、決して正
しい見積り方ではありません。

　　　　　　　　　　　　　（次号に続く）

前回までに、計画の表現方法や、その前の作業
のブレークダウンのポイントなどについて述べ
てきましたが、今回からは、計画されたスケ
ジュールを実施していくことにします。

３． 実施、測定の段階

言うまでもなく、スケジュールは一旦立てられ
れば、後は自動的に「事」が運ぶわけではあり
ません。そんなスケジュールがあれば、誰もこ
の問題で悩まなくて済んでしまいます。計画し
た詳細スケジュールを実施に移すには、計画し
たとき以上に、「実施」することに対する強い
意志が求められます。
相当綿密に見積った積もりでも、そして実際に
その通りであったとしても、「不測の事態」は
起きてしまいます。担当者がケガをしてしまっ
たり、配送業者のミスで必要な品物が届かな
かったりします。また、予定どおりに届いた機
械が、試運転中に壊れてしまったり、仕様どお
りに動かないようなことも起きます。
これを、単に「不測の事態」として諦めてしま
うか、これが起こる可能性を「想定」したスケ
ジュールを立てるかは、立案段階の問題です
が、実際にそのような事態に見舞われたとき、
どう対応するかは実施段階の問題です。

３．１進捗確認

さて、一旦スケジュールを実施に移したなら、
今度は、想定した通りに作業が進んでいるか、
想定外のことが起きていないかを監視する必要
があります。一般にこのような作業を「進捗確
認」と呼ばれています。
スケジュールの立案が、大まかで曖昧な開発組
織であっても、以外にも、この「進捗の確認」
と言う作業自体は定期的（１～２週間毎）に行
われているものです。ただ、その作業が通り一
遍の「報告」に終始するのは、その場に広げら
れている「スケジュール」の性格上、止むを得
ないかも知れません。要するにそのスケジュー
ルからは、現状報告以上のことは叶わないので
す。
ＳＥＩ（Software Engineering Institute）が提唱
するＣＭＭにおいて、プロセスレベル１の組織
の取り組むべきアクションアイテムとして、
「プロジェクトの追跡と監視」が指摘されてい
ることは、既に何度か紹介してきましたが、そ
こでいう「追跡と監視」とは、単なる「現状報
告」を意味しているのではありません。

３．２  追跡と監視の意味

ＣＭＭのいう「追跡と監視」では、具体的にど
の作業が遅れ、どの作業が予定より進んでいる
のかを把握するだけでなく、その遅れは何時間
の作業に相当するのか、というところまで把握
しなければ意味がないと指摘しているのです。

▲１９９５年１月１７日、阪神淡路地区を想像もしなかった大地震が襲った。テレビの画面一杯に崩れ落ちた家々や燃
え盛る街の様子が映し出された。為す術なく炎に包まれる我が家を呆然と見送る人々。瓦礫の中に埋もれた人を必死に
探し出す人々。まるで何処かの国の被災現場を見せられているような気がした。
▲あれから１年が経過したが、住居の再建が殆ど捗っていない。マンションの立て替えも数棟しか申請が出ていない
し、いまだに９万人が仮説住宅に暮らしている。平時の法律はここに至って全く無力である。そして経済活動の復興の
遅れも影響してか、神戸市の人口が１０万人近くも減少している。
▲我が国は世界に知れた地震国である。国連の関係部署も、当然これぐらいのことは想定されているだろうと思ったと
いう。そのため、積極的に世界各国への救援の手配を行っていないのである。だが“先進国”であり、屈指の“経済大
国”である日本の防災システムが、「何分、初めてのことで・・」程度であった。
▲アメリカはロサンゼルス地震で防災システムの不備を反省し、見事なシステムを素早く作り上げた。そのシステムが
その後の地震に力を発揮したことは既に報道されているところである。我が国でも、“システム”の見直しが行われて
いるようだが、それらは相変らず縦割りだし、押しなべて「平時の防災システム」の域をでていない。おまけに日本土
木学会などが取り組んでいる阪神大震災の被害報告書の出版が、３億円の資金が調達できずに行き詰まっている。

『『ああれれ かからら１１ 年年』』 阪阪 神神 大大 震震 災災 はは 活活 かか ささ れれ たた かか


